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本日の内容

 リポジトリとは

導入状況

 リポジトリのメリット

データ提供のお願い



学術リポジトリとは？（１）

「リポジトリ」(repository）

1. 集積所、 置き場、 貯蔵室、 収納庫

2. （天然資源・知識・情報の）宝庫

つまり！

学術資源・知識・情報を蓄積・配信する電子宝箱

さらに！

自身の全業績（論文全文）を搭載できる個人電子書庫に



学術リポジトリとは？（２）

琉大「研究者総覧」(新琉球大学情報データベース）は・・・

1. 教育研究業績項目の記録集としての役割

2. 民間企業等との共同研究等のマッチングツールとしての役割 etc…

ところが！

研究の詳細が分からない場合がある

研究成果
を知って
欲しい

もっと詳しく
知りたい

研究者 利用者



学術リポジトリとは？（３）

琉球大学が産出する研究成果等を、電子的に蓄積・
保存し、学内外に発信するためのものです。

そこで！琉球大学学術リポジトリ！

琉球大学
学術リポジトリ

②インターネットで
無料公開

Google等
インターネット検索エンジン

検索用データ
を自動提供

JuNii, OAIster等
リポジトリ対応検索エンジン

③世界中の利用者
から検索、閲覧学術雑

誌掲載
論文

科研費
報告書紀要論文

教材
その他学
術資料

①学内研究成果物を蓄積・保存

21世紀
COE報
告書



学術リポジトリ導入状況

 導入済(例：国立大学）
・北海道大学
・筑波大学
・東京大学
・東京学芸大学
・千葉大学
・名古屋大学
・金沢大学
・京都大学
・大阪大学
・神戸大学
・岡山大学
・広島大学
・山口大学
・九州大学
・長崎大学
・熊本大学

 導入予定

・旭川医科大学
・帯広畜産大学
・北見工業大学
・弘前大学
・東北大学
・山形大学
・福島大学
・群馬大学
・東京外国語大学
・埼玉大学
・お茶の水女子大学
・一橋大学
・横浜国立大学
・新潟大学
・信州大学
・岐阜大学

・三重大学
・北陸先端科学技術大学院
大学
・滋賀医科大学
・京都工芸繊維大学
・大阪教育大学
・兵庫教育大学
・奈良教育大学
・奈良女子大学
・島根大学
・高知大学
・佐賀大学
・大分大学
・鹿児島大学

・琉球大学
・
・

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.ja.jsp
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/index.jsp
http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/
http://ir.u-gakugei.ac.jp/
http://ir.u-gakugei.ac.jp/
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/index.html
http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp
http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp:8080/dspace/
http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp:8080/dspace/
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html
http://www.nii.ac.jp/irp/info/list.html
http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/
http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/portal/
http://petit.lib.yamaguchi-u.ac.jp/
https://qir.kyushu-u.ac.jp/dspace/
http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp:8080/dspace/index.jsp
http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp:8080/dspace/index.jsp


最近、△△大学の○○さんが××っていう雑誌に気になるタイトルの論文
出してたけど、うちの大学では読めないんだよ・・・ といった場合
例えば
Gooｇleで研究者氏名氏名「守屋創 」と雑誌名「Communications in Mathematical 

Physics 」で検索すると以下の結果が！

クリック！



○○さんの所属大学のサイトだ！



著者最終稿

PDFで全文が！

Springer掲載論文だけど･･･

画面にはタイトルや著者の情報の抄録などの情報が掲載

そして、全文内容であるフルテキストへのリンクも！



フルテキストをクリックすると・・・

PDF化された全文情報が読めます！



琉大学術リポジトリの中身は？

 学術雑誌掲載論文

 科研費報告書

 ２１世紀COE報告書
 紀要

 沖縄学コレクション

（既存電子化資料の移植・発信）

 著作物

 教材

 その他



研究者にとってのメリット

・研究成果の蓄積
→「研究成果個人電子書庫」として使える！

→研究業績（論文全文）の散逸を防ぎます

・研究成果の発信
→Googleから論文に直接ヒット！

→企業などの目に触れやすくなります



地域社会にとってのメリット

・研究成果を無料で見ることができる
→共同研究等の持込の可能性が増えます

→一般市民へ知の還元

即効性のある社会貢献を達成！



大学にとってのメリット

・研究成果のショーウィンドウ
→「世界に開かれた大学」をアピール！

→付加価値の創出

＊情報発信力の強化

＊大学の活動の可視性の向上

＊知的資源の維持・発展



リポジトリ発信までの流れ

琉球大学
学術リポジトリ

世界へ発信

・著作権の許諾確認

・公開にあたって学内

調整（ex.特許）

・検索語（キーワード）の

付与

登録（代理）

附属図書館

電子ファイルをメール添付

または

印刷物や電子メディアを学
内便もしくは直接図書館カ
ウンターへ

コンテンツの提供

研究者



説明会について

学科・講座単位でのご説明に伺います

本件に関する連絡先
附属図書館学術リポジトリワーキンググループ
担当：本郷、古謝、伊波
内線：８１５９



論文などの

コンテンツを

ご提供ください

ご静聴ありがとうございました


